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【ＦＩ】
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   Ｇ０６Ｔ  17/40    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月7日(2010.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現実物体が占有する領域に対応する３次元空間に存在する幾何形状である第１の仮想物
体及び第２の仮想物体を含む３次元空間を、コンピュータグラフィックスを使って描画す
る画像処理装置であって、
　前記第１の仮想物体が前記３次元空間に落とす影の領域を計算する第１影領域計算手段
と、
　前記影領域計算手段により計算した領域に基づいて画素値を算出する画素値演算手段と
、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記画素値演算手段は、前記影領域計算手段により算出した影領域を除外して影の影響
を画素値に加えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記画素値演算手段は、前記影領域計算手段で算出した領域内の画素について、前記第
１の仮想物体が前記３次元空間に落とす影の影響を画素値から打ち消すことを特徴とする
請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記第２の仮想物体が前記３次元空間に落とす影の領域を計算する第２影領域計算手段
をさらに有し、
　前記画素値演算手段は、前記第１影領域計算手段及び第２影領域計算手段により算出し
た領域に基づいて画素値を算出することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記画素値演算手段は、前記第２の仮想物体のみが影を落とす領域内の画素について影
の影響を画素値に加えることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　現実物体が占有する領域に対応する３次元空間に存在する幾何形状である第１の仮想物
体及び第２の仮想物体を含む３次元空間を、コンピュータグラフィックスを使って描画す
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る画像処理装置が行う画像処理方法であって、
　前記画像処理装置の影領域計算手段が、前記第１の仮想物体が３次元空間に落とす影の
領域を計算する影領域計算工程と、
　前記画像処理装置の画素値演算手段が、前記影領域計算工程により計算した領域に基づ
いて画素値を算出する画素値演算工程と、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　コンピュータに請求項６に記載の画像処理方法を実行させることを特徴とするプログラ
ム。
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